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国際交流事業を次のとおり実施しましたので報告します。 

 

事業名 
AICHI GEIDAI×SEOUL TECH, 

CERAMIC ART & DESIGN Educational Research Exchange Meeting 

実施期間 2026 年 8 月 29 日〜9月 13 日 

交流機関名 

（大学名等） 

国立ソウル科学技術大学校 

（Seoul National University of Science and Technology） 

交流機関における協

力者 

Jung Suk, Lee (Professor Dept. Ceramic Art and Design) 

 

事業の概要 

 

本企画は、2025 年３月に MOA を締結した国立ソウル科学技術大学

校芸術学部と愛知県立芸術大学美術学部陶磁専攻が、双方の大学教育

の研究成果発表を本学サテライトギャラリーで行うと共に、本学周辺

の陶産地を見学し、芸術・デザインに関する国際交流および教育・研

究協力を促進しようとするものである。 

 

事業の詳細 

（必要に応じて行を

追加・削除すること） 

① 
プログラム 学内・陶磁棟見学 日時 8月 29日 9：30～ 

会場 学内・陶磁棟 集客数 52名 

② 
プログラム 大学案内レクチャー 日時 8月 29日 10：30～ 

会場 新講義棟 集客数 52名 

③ 
プログラム 作品講評会・学生交流会 日時 8月 29日 14：00～ 

会場 サテライトギャラリー 集客数 52名 

④ 
プログラム 周辺の窯業施設見学 日時 8月 30日 10：00～ 

会場 ノリタケの森等 集客数 ソウルテック－27名 



事業成果 

 

2026 年 8 月 29 日～9 月 13 日 サテライトギャラリー（SA・KURA）に

おいて「AICHI GEIDAI × SEOUL TECH－CERAMIC ART & 

DESIGN Educational & Research Exchange Meeting－」展を開催し

た。両校の学生および教員計 52 名が参加する交流会を実施し、学生作

品の成果発表と講評会、陶磁制作に関する意見交換を行った。 

さらに本ギャラリーにて、上記の学生交流事業を実施するとともに、

今後の両校の交流と展開について協議した。 

本学と国立ソウル科学技術大学校では、陶磁器のデザイン・芸術領域

における教育・研究交流をさらに推進するため、教職員・研究者の交

流、単位互換、留学希望学生の受け入れ、共同研究、プロジェクト型

授業の実施等について、円滑な連携を図るための体制を確認し、具体

的な展開について意見交換を行った。 

 

今後の交流の展望 

 

今後は、展覧会を中心とした成果発表・作品交流にとどまらず、両校

の学生が相互に授業や制作環境を体験し、陶磁教育における知見や制

作方法を共有する機会を設け、単位互換を視野に入れた模擬授業や共

同制作等を実施することで、より実践的かつ継続的な教育交流へと展

開していきたい。本交流を通じて、両校における陶磁教育の理念や教

育環境、制作方法、表現の多様性について相互理解を深めるとともに、 

学生並びに教職員の国際的な学修機会の充実を図っていきたいと考え

ている。 

 

新聞・雑誌などメデ

ィアへの掲載 

日付 新聞／雑誌名 ページ 表題 

    

    

外部資金の取得状況 有（               ）・無 

※ 写真や資料（チラシ･リーフレットなど）があれば添付してください。 

※ ご報告いただいた内容は大学広報等に使用することがあります。ご了承ください。 

 

 

 

 

 



＜学内＞ 

 

↑ 窯場見学 

 

 

↑ 新講義棟でのレクチャー 



＜サテライトギャラリ－＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ 会場風景 

 

 

↑ 搬入の様子 

 



 

↑ Lee 先生によるご指導 

 

 

↑ 作品講評会 



 

↑ 参加者の集合写真 


